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SOMPOボールゲームフェスタSOMPOボールゲームフェスタ 保育所併設型就労支援事業ここの保育園オープン保育所併設型就労支援事業ここの保育園オープン

学校法人神戸学園より台湾バナナ7,000本寄贈学校法人神戸学園より台湾バナナ7,000本寄贈

いずみ肉まつりいずみ肉まつり

出水市「SDGs未来都市」選定証授与出水市「SDGs未来都市」選定証授与

吉本興業大﨑会長による経営講座吉本興業大﨑会長による経営講座

青木地区かかし祭青木地区かかし祭山川さん 地域おこし協力隊を卒業し地元にカフェオープン山川さん 地域おこし協力隊を卒業し地元にカフェオープン元プロ野球選手による野球教室元プロ野球選手による野球教室

針原川土石流災害犠牲者慰霊献花式針原川土石流災害犠牲者慰霊献花式

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
は
じ
め
、
市
政
発
展
に
多

大
な
る
御
支
援
を
賜
り
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
10
月
に
は

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。本
市
で
は
、

正
式
競
技
と
し
て
弓
道
と
成
年

軟
式
野
球
が
、
特
別
競
技
と
し

て
高
校
軟
式
野
球
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
大
会
期
間
中
は
新
た
に

整
備
し
た
屋
根
付
き
市
民
ふ
れ

あ
い
広
場
「
ウ
イ
ン
グ
ド
ー
ム

い
ず
み
」
を
「
お
も
て
な
し
の

場
」
と
し
て
活
用
し
、
全
国
か

ら
お
越
し
に
な
る
選
手
団
や
関

係
者
の
皆
さ
ま
を
温
か
く
お
迎

え
し
、
出
水
の
魅
力
を
最
大
限

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
５
月
に
は
内
閣

府
よ
り
、
新
し
い
価
値
創
出
を

通
し
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標

を
実
現
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

高
い
都
市
と
し
て
、
本
市
が

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進

し
、
脱
炭
素
社
会
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
を
目
的
と
し
た
「
株
式

会
社
い
ず
み
み
ら
い
」
を
設
立

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、
本
市
が
日
本
で
初

と
な
る
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
自
治
体
」
に
認
証
さ
れ
ま
し

た
が
、
10
年
、
20
年
先
を
見
据

え
、
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
生
か
し
た
観
光
施
策
と
、
そ

れ
ら
を
守
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

に
向
け
た
取
組
を
両
輪
で
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
世
界
に
誇
れ

る
豊
か
な
自
然
、
未
来
へ
紡
ぐ

い
に
し
え
の
ま
ち
」
と
し
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て
輝
か
し
い
未

来
を
築
い
て
い
け
ま
す
よ
う
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
御
支
援
・
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
貴
会
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
会
員
皆

様
方
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
心

か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
、
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
高
尾
野
町
江
内
出
身
）

ふ
る
さ
と
出
水
か
ら
ご
挨
拶

出

水

市

長
　
　
椎
　
木
　
伸
　
一
　

●
令
和
５
年

10
月
８
日
～
16
日　

燃
ゆ
る
感

動
か
ご
し
ま
国
体　

出
水
市
開

催
競
技
、
特
別
競
技
：
高
校
野

球
（
軟
式
）
８
日
～
11
日
、
正

式
競
技
：
軟
式
野
球
13
日
・
14

日
、
弓
道
13
日
～
16
日

10
月
中
旬　

ツ
ル
の
第
１
陣
渡

来10
月
中
旬　

コ
ス
モ
ス
が
見
ご

ろ10
月
28
日　

ツ
ル
ト
ラ
イ
ト
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
in
出
水

10
月
下
旬　

味
噌
な
め
て
ま
つ

り
「
収
穫
祭
」

10
月
28
日
～
11
月
５
日　

い
ず

み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
～
竹
灯
籠
で

つ
く
る
光
の
祭
典
～

10
月
～
５
月　

出
水
地
区
植
木

市
・
高
尾
野
地
区
植
木
市

11
月
１
日　

ケ
タ
打
瀬
網
漁
解

禁11
月
１
日
～
３
月
10
日　

ツ
ル

観
察
セ
ン
タ
ー
開
所
式

11
月
３
日（
予
定
）　

西
日
本
オ

ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
４
・
５
日（
予
定
）　

出
水

市
総
合
文
化
祭

11
月
18
・
19
日　

出
水
市
大
産

業
祭

11
月
下
旬（
予
定
）　

市
民
駅
伝

大
会

12
月
中
旬（
予
定
）　
「
野
田
郷

む
ら
ま
つ
り
」
野
田
産
業
祭

12
月
中
旬（
予
定
）　

市
内
地
区

対
抗
駅
伝
競
走
大
会

12
月
下
旬　

あ
っ
た
か
歳
末
特

産
品
ま
つ
り

●
令
和
６
年

１
月
１
日　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ

ー
早
朝
開
館

１
月
上
旬　

成
人
式

１
月
上
旬　

消
防
出
初
式

２
月
中
旬　

オ
ル
レ
フ
ェ
ア

２
月
中
旬
～
３
月
上
旬　

寒
緋

桜
を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ

３
月
20
・
21
日（
予
定
）　

た
か

お
の
中
の
市

３
月
下
旬　

い
ず
み
桜
ま
つ
り

４
月
上
旬　

東
光
山
夜
桜
が
見

ご
ろ

４
月
中
旬　

出
水
特
攻
碑
慰
霊

祭６
月
１
日　

ア
ユ
漁
解
禁

６
月
２
日　

ア
ユ
漁
解
禁

６
月
上
旬
～
下
旬　

あ
じ
さ
い

が
見
ご
ろ

６
月
下
旬　

市
民
体
育
大
会
総

合
開
会
式

７
月
下
旬　

夏
祭
り
い
ず
み
鶴

翔
祭

８
月
中
旬　

野
田
郷
夏
祭
り

９
月
中
旬　

高
尾
野
秋
祭
り

９
月
～
10
月　

地
区
別
市
民
体

育
大
会

宇徳敬子さん出水市観光大使に任命宇徳敬子さん出水市観光大使に任命 第一回ツルトライトリレーマラソンin出水第一回ツルトライトリレーマラソンin出水武家屋敷ホテルRITAオープン武家屋敷ホテルRITAオープン
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東光山公園から市内を望む
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シ
グ
マ
国
際
特
許
事
務
所   

横
浜
オ
フ
ィ
ス

（
上
屋
出
身
）

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二－

五－

一
九

電
話

　〇
四
五－

四
七
八－

四
七
二
七

○
特
許
出
願
・
商
標
出
願
・
特
許
侵
害
訴
訟

○
発
明
相
談

　相
談
無
料

　お
気
軽
に
ど
う
ぞ

弁

　理

　士

松

　下

　
　
　亮

H
om
e-P
age : http://w

w
w
.sigm

a-yokoham
a.com

代表取締役社長

株式会社新翔工業

浦中竜太郎

〒363-0009
埼玉県桶川市坂田東2-9-34
☎048-627-7988　　048-728-7998

代
表
取
締
役

社

　
　
　長

平

　原

　真

　敬

〒
一
一
三－

〇
〇
三
四

東
京
都
文
京
区
湯
島
三－

六－

一

電
話

　〇
三
（
三
八
三
七
）
七
八
八
三

株
式
会
社
コ
ン
ゴ
ー
商
会

吉ケ島勝良
K.Yoshigasima

携帯電話；090-8082-3962

外国ルートの生徒の授業に同席

難解な漢字の意味も

英語で通訳支援

（切通出身）

〒105-0004
東京都港区新橋３－１－１０ 石井ビル９F
TEL：03-3502-2861  FAX：03-3508-8184

花　山　秀　明

代表取締役

泉工業は「関東ふるさと出水会」を応援します！

〒108-0075
東京都港区港南2-4-11
TEL：03-3450-2091

齋 藤 博 子

家庭料理

ご
寄
付
・
運
営
費
を

ご
寄
付
・
運
営
費
を��

い
た
だ
い
た
方
々

い
た
だ
い
た
方
々�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
令
和
五
年
七
月
末
日
受
領
分
ま
で
）

第27回渋谷おはら祭　令和６年５月19日㈰開催

寄

付
　
令
和
四
年
度

東
道
男
、大
梧
美
代
子
、宮
川
幸
男

松
永
幸
一
、花
柳
糸
之
、山
口
睦
男

松
下　

亮
、金
子
英
男
、坂
井
宏
行

東　

登
、瀬
下
美
恵
子
、金
沢
春
枝

堀
紀
夫
、田
口
千
賀
子
、大
田
朝
子

花
山
三
郎
、山
元
秀
春
、小
出
敏
郎

伊
倉
博
、麻
生
雍
一
郎
、吽
野
清
子

森
洋
子
、松
ケ
野
全
律
、茶
縁
敏
一

鉢
野
章
、堂
脇
志
農
夫
、木
村
昌
子

武
下
恵
子
、宮
路
京
子
、小
山
郁
子

片
山
茂
美
、大
野
和
男
、髙
久
昌
子

野
間
口
至
、二
宮
睦
雄
、岡
田
寛
二

内
野
久
、田
畑
智
加
代
、奈
良
秀
男

中
川
敦
、竹
添
祥
一
郎
、徳
田
文
則

髙
松
進
、高
須
サ
ワ
子
、藤
澤
泰
子

中
村
勲
、佐
舗
せ
い
子
、松
園
文
江

河
野
理
可
、徳
留
道
信
、二
俣
義
一

東
明
義
、佐
々
木
志
保
、村
田
昌
嗣

武
下
認
、筑
紫
み
ず
え
、松
崎
一
正

伊
藤
蕃
、大
谷
た
か
子
、高
畠
佑
子

伊
尻
隆
、平
原
貴
美
子
、鈴
木
洋
子

井
樋
洋
恵
、小
川
洋
子
、鴫
原
晶
子

郡
山
勲
、若
松
江
美
子
、鎌
田
保
子

東
健
規
、松
島
喜
美
子
、宮
下
瑞
弘

田
代
進
、石
塚
ま
り
な
、才
田
末
男

浜
畑
武
光
、岡
田
憲
三
、古
井
德
松

篠
原
淳
、宮
川
由
紀
子
、亀
川
幸
市

脇
和
幸
、吉
ケ
島
勝
良
、榊
原
郁
美

本
蔵
澄
一
、丸
岡
信
子
、植
竹
靖
之

柏
木
志
郎
、川
瀬
洋
子
、遠
竹
敏
廣

田
中
勝
之
、八
嶋
亮
子
、前
田
瑠
美

江
田
治
、坂
下
し
げ
き
、坂
下
重
郎

上
村
成
生
、大
脇
剛
子
、瀬
崎
イ
ネ

牧
之
瀬
美
知
子
、
冨
田
妙
子

横
山
喜
久
夫

運
営
費
　
令
和
四
年
度

花
柳
糸
之
、溝
口
秀
治
、宮
下
瑞
弘

大
梧
美
代
子
、武
下
認
、武
下
恵
子

浦
中
竜
太
郎
、内
野
久
、西
川
み
ほ

大
川
内
重
成
、伊
藤
蕃
、荻
野
広
巳

宇
治
野
智
子
、外
園
惘
、才
田
末
男

宇
都
ま
り
な
、山
口
譲
、塩
山
国
博

菊
地
笑
美
子
、前
畑
勲
、前
畑
典
子

平
川
正
美
、築
地
恵
子
、二
宮
睦
雄

濱
中
克
久
、茂
原
由
美
、日
原
由
美

長
谷
部
惇
子
、髙
松
進
、山
口
睦
男

井
手
口
昭
子
、中
川
敦
、井
上
通
行

伊
地
知
啓
吾
、松
田
工
、齋
藤
博
子

上
原
末
広
、浜
畑
武
光
、鳥
井
浩
隆

髙
橋
篤
行
、大
田
幸
子
、野
島
晋
一

迫
田
美
也
子
、伊
尻
隆
、川
路
義
文

奈
良
秀
男
、大
川
俊
行
、金
子
英
男

奈
良
常
明
、松
元
忠
行
、徳
田
文
則

河
野
昭
夫
、畑
中
恒
秋
、立
山
芳
郎

藤
澤
泰
子
、田
中
湖
子
、大
田
朝
子

花
山
三
郎
、伊
福
正
明
、内
之
浦
勉

堂
脇
志
農
夫
、中
村
勲
、岡
田
憲
三

麻
生
雍
一
郎
、松
本
昇
、川
邊
京
子

額
田
登
美
子
、伊
倉
博
、小
出
敏
郎

松
山
泰
子
、松
永
幸
一
、横
内
幸
二

松
ケ
野
全
律
、郡
山
勲
、宮
川
幸
男

宮
川
由
紀
子
、堀
紀
夫
、竹
中
範
雄

宮
川
愛
子
、遠
竹
俊
郎
、松
崎
一
正

宮
路
京
子
、宮
路
研
一
、宮
路
芳
子

金
沢
春
枝
、小
山
郁
子
、児
玉
幸
子

片
山
茂
美
、大
野
和
男
、古
井
德
松

奈
良
栄
二
、亀
川
幸
市
、前
田
政
光

松
園
文
江
、福
留
尚
人
、山
下
勝
也

鈴
木
万
里
子
、東
健
規
、本
田
泰
輔

竹
添
祥
一
郎
、田
代
進
、本
田
和
子

吉
ケ
島
勝
良
、篠
原
淳
、市
川
洋
一

岡
部
美
与
子
、末
永
誠
、青
柳
律
子

髙
橋
秀
夫
、福
島
安
巳
、福
島
幾
子

吉
田
マ
キ
エ
、中
坂
光
、二
俣
義
一

髙
須
サ
ワ
子
、鉢
野
章
、村
田
昌
嗣

高
畠
佑
子
、橋
本
敏
彦
、星
野
惠
子

酒
匂
茂
子
、二
宮
睦
雄
、川
瀬
洋
子

遠
竹
敏
廣
、田
中
勝
之
、荒
口
由
子

茶
縁
敏
一
、大
迫
慶
治
、紙
屋
正
弘

八
嶋
亮
子
、中
村
早
敏
、中
山
陽
子

佐
舗
せ
い
子
、脇
和
幸
、井
上
崇
文

常
田
良
子
、河
野
理
可
、榊
原
郁
美

髙
久
昌
子
、本
蔵
澄
一
、丸
岡
信
子

吽
野
清
子
、植
竹
靖
之
、杉
山
重
徳

柏
木
志
郎
、野
間
口
至
、片
桐
恭
子

新
富
友
枝
、宮
川
貞
幸
、徳
留
道
信

佐
々
木
志
保
、伊
藤
亨
、鈴
木
洋
子

浅
見
キ
ク
子
、東
明
義
、中
村
仁
一

筑
紫
み
ず
え
、東　

登
、遠
竹
郁
夫

田
畑
智
加
代
、牧
哲
生
、坂
下
重
郎

坂
下
し
げ
き
、前
畑
髙
、中
原
弘
隆

大
谷
た
か
子
、田
中
実
、橋
口
賢
一

田
口
千
賀
子
、奈
良
豊
、坂
井
宏
行

平
原
貴
美
子
、森
洋
子
、税
所
京
子

横
内
喜
久
夫
、江
田
治
、井
樋
洋
恵

原
田
春
子
、上
原
勝
彦
、大
橋
勇
太

山
添
勇
治
、塩
山
秀
壽
、大
脇
剛
子

宮
路
貞
憲
、小
川
洋
子
、瀬
崎
イ
ネ

原
野
朝
子
、井
出
幸
治
、桑
畑
紀
夫

山
之
口
智
裕
、松
下
亮
、有
村
角
孝

有
村
由
利
子
、川
畑
優
、松
岡
良
孝

松
岡
眞
知
子
、大
石
壽
、冨
田
妙
子

矢
倉
正
子
、重
田
伸
一
、細
谷
陽
子

吉
川
憲
行
、餅
原
正
一
、木
村
昌
子

山
元
秀
春
、堤
田
昭
男
、佐
藤
弘
輝

堅
野
忠
範
、岡
田
寛
二
、青
山
久
代

鎌
田
保
子
、久
保
益
男
、齋
藤
逸
子

田
淵
慶
子
、濱
口
秀
孝
、渡
辺
悦
子

久
米
隼
雄
、久
米
袖
子
、石
澤
誠
子

福
田
明
子
、佐
藤
京
子
、中
谷
弘
行

池
田
和
司
、伊
臣
久
子
、桑
木
崇
行

鴫
原
晶
子
、出
口
勝
志
、前
田
瑠
美

牧
之
瀬
美
知
子
、マ
ル
イ
食
品（
株
）

松
島
喜
美
子
、
力
久
千
世
子

竜
沢
ス
マ
子
、
石
塚
ま
り
な

吉
田
美
津
子
、
五
十
嵐
篤
子

赤
星
加
代
子
、
守
屋
美
佐
江

瀬
下
枝
美
子
、
若
松
江
美
子

我
孫
子
俊
子
、
小
町
貞
女

令
和
三
年
度
分
の
訂
正
と
お
詫
び

　
　

誤　
　
　
　
　
　

正

　

松
下
重
郎　
　
　

坂
下
重
郎

　

松
下
し
げ
き　
　

坂
下
し
げ
き

　

田
中
千
賀
子　
　

田
口
千
賀
子

望
郷
の
会
が
休
憩
所
と
し
て

準
備
し
た
飲
食
店
は
、
急
な
坂

道
の
上
に
あ
っ
た
。
当
日
、
鹿

児
島
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

ご
夫
婦
、
足
が
悪
く
て
踊
れ
な

い
け
れ
ど
応
援
だ
け
で
も
し
た

い
と
言
っ
て
く
れ
た
先
輩
な
ど
、�

祭
り
参
加
者
が
続
々
と
そ
の
き

つ
い
坂
を
上
が
っ
て
来
る
。

こ
の
日
の
「
望
郷
の
会
」
は
、

関
東
か
ら
35
名
が
集
ま
り
、
こ

れ
に
出
水
か
ら
20
名
の
ベ
テ
ラ

ン
踊
り
手
と
８
名
の
市
役
所
関

係
者
が
加
わ
っ
て
、
総
勢
63
名

と
、
参
加
連
の
中
で
も
最
大
の

連
と
な
っ
た
。

食
事
だ
っ
た
の
か
と
。
刺
身
は

や
は
り
出
水
が
美
味
し
く
、
私

の
「
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
」
の
一
つ

で
す
。

コ
ロ
ナ
規
制
が
緩
和
さ
れ
、

増
え
て
来
て
い
る
外
国
人
観
光

客
の
人
気
NO
１
は「
富
士
山
」、

NO
２
が
「
祭
り
」
で
す
。
古
希

を
過
ぎ
て
、
今
年
五
月
に
「
渋

谷
お
は
ら
祭
」
に
「
出
水
望
郷

の
会
」
連
の
一
員
と
し
て
、
初

参
加
し
渋
谷
道
玄
坂
を
三
時
間
、�

見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
り
練
り
歩

き
、
十
一
月
に
は
「
天
文
館
お

は
ら
祭
」
の
初
体
験
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
故
郷

の
色
々
な
こ
と
を
初
体
験
し
よ

ふ
る
さ
と
出
水
会
の
知
人
か

ら
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
っ
た
け
れ

ど
も
日
程
の
都
合
が
つ
か
ず
有

効
利
用
し
て
ほ
し
い
と
の
連
絡

を
受
け
、
早
速
4
月
２
日
主
人

と
ご
招
待
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
は
金
婚
式
の
節
目
の
年

で
も
あ
り
、
今
ま
で
コ
ロ
ナ
で

外
出
も
縮
小
さ
れ
小
学
生
に
な

っ
た
気
分
で
大
興
奮
。

新
八
代
駅
か
ら
川
内
駅
ま
で

４
時
間
ほ
ど
の
電
車
で
の
旅
で

し
た
。
車
掌
さ
ん
の
挨
拶
や
各

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〝
出
水
の
思
い
出
〟

横
内
幸
二
（
向
江
町
出
身
）

高
校
を
卒
業

し
た
年
の
４
月

の
夕
刻
に
、
父

と
母
と
友
だ
ち

に
見
送
ら
れ
て
出
水
駅
か
ら

『
は
や
ぶ
さ
』
で
横
浜
に
旅
立

ち
ま
し
た
。
小
児
ぜ
ん
そ
く
で

母
を
悩
ま
せ
た
４
人
兄
姉
の
末

っ
子
の
私
を
見
送
る
母
は
、
出

水
に
戻
っ
て
来
て
欲
し
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
幼
い
こ
ろ
の
母
と
の
思
い

場
所
で
の
丁
寧
な
説
明
、
景
観

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
徐
行

運
転
し
景
色
を
楽
し
ま
せ
て
頂

き
、
幼
年
期
か
ら
育
っ
た
故
郷

に
も
こ
ん
な
に
も
素
敵
な
場
所

が
あ
っ
た
の
か
と
夫
婦
二
人
で

会
話
も
弾
み
ま
し
た
。
お
食
事

も
温
か
い
も
の
は
温
か
く
、
と

て
も
美
味
し
い
コ
ー
ス
料
理
で

ゆ
っ
く
り
と
堪
能
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
途
中
4
箇
所
停

車
す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、�

散
策
が
出
来
る
素
晴
ら
し
い
運

出
は
、
５
歳
頃
に
上
野
原
の
畑

に
向
か
う
坂
道
の
リ
ヤ
カ
ー
か

ら
見
て
い
た
、
懸
命
に
リ
ヤ
カ

ー
を
引
く
母
の
背
中
で
す
。
小

学
生
に
な
り
、
小
児
ぜ
ん
そ
く

の
私
は
剣
道
を
習
う
よ
う
に
な

り
、
母
が
内
職
で
機
織
り
を
し

て
コ
ツ
コ
ツ
と
貯
め
た
お
金
で
、�

剣
道
の
防
具
を
買
っ
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
で
97
歳
に
な
る
母
は
、

認
知
症
に
な
り
ま
し
た
が
、『
誰

か
わ
か
る
？
』
と
聞
く
と
『
ボ

ケ
て
も
自
分
の
産
ん
だ
子
ど
も

の
こ
と
は
忘
れ
な
い
よ
』
と
言

っ
て
く
れ
ま
す
。

母
と
の
大
切
な
思
い
出
で
す
。

行
計
画
に
も
感
動
致
し
ま
し
た
。�

旅
行
と
い
う
と
つ
い
遠
く
に
目

を
向
け
が
ち
で
す
が
、
近
く
に

素
敵
な
場
所
や
、
新
し
い
発
見

も
あ
り
素
晴
ら
し
い
旅
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
お
れ
ん
じ
食

堂
様
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

青
い
ハ
ッ
ピ
に
黒
帯
を
締
め
、�

渋
谷
の
目
抜
き
通
り
に
繰
り
出

し
、
踊
る
、
踊
る
！
我
々
の
連

は
入
賞
こ
そ
は
し
な
か
っ
た
が
、�

そ
れ
に
し
て
も
、
暑
い
日
差
し

の
中
で
、
全
員
で
踊
り
切
っ
た

後
の
ビ
ー
ル
の
美
味
し
か
っ
た

こ
と
！
ま
た
一
層
仲
間
意
識
が

深
ま
る
望
郷
の
会
。
最
後
に
お

は
ら
節
を
踊
り
一
本
で
締
め
解

散
し
ま
し
た
。
来
年
の
５
月
第

３
日
曜
日
、
こ
の
上
も
な
く
楽

し
い
お
は
ら
祭
に
、
是
非
、
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

去
年
の
秋
、「
ふ
る
さ
と
出
水
会
」�

役
員
会
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
、

懸
案
と
な
っ
て
い
た
「
出
水
望
郷

の
会
」
の
連
長
を
誰
に
す
る
か
が

話
題
に
な
っ
た
。
す
る
と
在
席
し

て
い
た
花
柳
糸
之
先
生
が
、
い
き

な
り
私
の
手
を
取
り
、「
こ
こ
に

い
る
が
」
と
発
言
さ
れ
た
。
び
っ

く
り
し
た
私
は
、「
踊
り
は
下
手

だ
か
ら
で
き
ま
せ
ん
！
」
と
声
を

上
げ
た
が
、
先
生
は
「
下
手
の
方

が
目
立
つ
か
ら
い
い
の
！
」
と
。

果
た
し
て
私
に
で
き
る
の
か
！？　

頭
を
抱
え
て
友
人
に
電
話
を
か
け

る
と
、「
恵
子
ち
ゃ
ん
が
連
長
に

な
っ
た
か
ら
参
加
す
る
よ
」
と
返

っ
て
来
た
返
事
に
勇
気
を
貰
い
、

連
長
を
受
け
る
覚
悟
を
決
め
た
。

そ
の
後
、「
出
水
望
郷
の
会
」
の

た
故
郷
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
両
親
は
残
念

な
が
ら
二
人
と
も
他
界
し
ま
し

た
が
、
今
で
は
出
水
に
娘
二
人

と
孫
四
人
が
お
り
、
毎
月
の
様

に
帰
省
し
て
お
り
ま
す
。
い
つ

か
は
愛
す
る
出
水
へ
帰
り
、
地

元
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

〝
古
希
を
過
ぎ
望
郷
の
念
が
〟

盛
和
明
（
米
ノ
津
築
港
出
身
）

私
の
実
家
は

米
ノ
津
の
築
港

で
、
海
沿
い
の

集
落
で
す
。
中

学
二
年
生
頃
ま
で
は
、
海
底
が

見
え
る
ほ
ど
透
き
通
っ
た
き
れ

い
な
海
で
し
た
。
夏
休
み
は
そ

の
海
で
毎
日
海
水
浴
を
楽
し
み
、�

高
さ
三
ｍ
の
堤
防
か
ら
、「
泣

こ
か
い
飛
ぼ
か
い
、
泣
こ
よ
か

ひ
っ
飛
べ
」
と
友
達
と
よ
く
度

胸
試
し
を
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
隣
が
魚
屋
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
食
卓
に
は
毎
日
、
新
鮮
な

魚
料
理
ば
か
り
で
、
子
供
時
代

は
「
今
日
も
魚
か
！
」
と
ウ
ン

ザ
リ
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
人

に
な
り
お
酒
を
飲
む
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
、
な
ん
と
贅
沢
な

〝
厳
し
い
し
つ
け
で
育
っ
た
今
日
の
私
〟

茂
原
由
美
（
平
松
西
出
身
）

私
は
米
ノ
津

町
平
松
西
出
身

で
、
加
紫
久
利

神
社
の
参
道
を

真
っ
直
ぐ
下
っ
た
仁
王
様
踏
切

辺
り
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

父
は
昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
「
薩

摩
隼
人
」。
子
供
達
に
は
大
変

厳
し
く
「
義
を
言
う
な
！
」
が

叱
る
時
の
決
ま
り
文
句
。
お
茶

の
間
に
は「
出
水
兵
児
修
養
掟
」�

が
掲
げ
ら
れ
、
ま
る
で
武
士
を

育
て
る
か
の
よ
う
に
躾
け
ら
れ

ま
し
た
。
歳
の
離
れ
た
兄
二
人

や
近
所
の
お
兄
さ
ん
達
と
一
緒

に
矢
筈
岳
に
登
っ
た
り
、
イ
ゲ

ノ
キ
公
園
で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、�

米
ノ
津
川
で
は
水
面
に
平
た
い

石
が
何
段
飛
ぶ
か
競
っ
た
り
、

福
ノ
江
海
水
浴
場
へ
マ
テ
貝
を

取
り
に
行
っ
た
り
と
、
懐
か
し

い
想
い
出
が
沢
山
。
父
の
厳
し

さ
や
兄
達
に
必
死
に
食
ら
い
つ

い
て
い
っ
た
パ
ワ
ー
！
今
思
え

ば
と
ん
で
も
な
い
お
て
ん
ば
娘

で
し
た
が
、
絶
対
に
諦
め
な
い

気
持
ち
が
今
に
役
立
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。
愛
情
い
っ

ぱ
い
、
逞
し
く
育
ん
で
も
ら
っ

久
し
ぶ
り
参
加
の�

�

渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭

お
れ
ん
じ
食
堂
の�

�
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
に
大
興
奮

＝
ビ
ン
ゴ
大
会
景
品
〝
観
光
列
車
の
旅
〟
を
体
験
＝

郷
　
田
　
明
　
子
（
柴
引
出
身
）

写真はイメージです

役
員
会
で
承
認
さ
れ
、
か
く
し
て

連
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

微
力
な
が
ら
精
一
杯
務
め
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭

連
長
に
な
っ
て

武
下
恵
子（
六
月
田
下
）

出水望郷の会 問合わせ先：

連　長　武下恵子　090-2673-3544�
事務局　松永幸一　�090-6349-9972�

koichimatsunaga @nifty.com

渋谷・鹿児島おはら祭公式サイト：�
�

�渋谷と鹿児島との歴史繋がりの解説、今までの大会や�
踊り手本の動画などが閲覧出来ます。

検索渋谷鹿児島おはら祭
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長島研醸有限会社 焼酎／さつま島美人、黒島美人 ＨＰ「さつま島美人」　楽天、アマゾンなどのネットショップ
出水・天然温泉ぬくもりの湯 温泉宿泊ペア利用券 ☎ 0996-79-3726　ＨＰ「天然温泉ぬくもりの湯」
肥薩おれんじ鉄道株式会社 観光列車オレンジ食堂ペア乗車券 ☎ 0996-63-6860　ＨＰ「肥薩おれんじ鉄道］
マルイ食品株式会社 たまごスープ ＨＰ「マルイ食品」　特産品館飛来里のオンラインショップ

赤鶏農業協同組合 よしもとカレー 赤鶏さつまのオンラインショップ�
特産品館飛来里のオンラインショップ

出水銘菓・むなかた 銘菓詰め合わせ 特産品館飛来里のオンラインショップ
十二株式会社 溶岩焙煎「旅香おる珈琲」 溶岩焙煎 旅香おる珈琲のオンラインショップ
株式会社パレデ糸之　花柳糸之 クオカード
茂原由美（クラブ・ロゼ） 商品券 クラブロゼ03-5568-7107　ＨＰ「クラブロゼ」
歌手・武闘家　前田瑠美 歌曲、漬物セット インスタグラム、フェイスブックなど
書道artist　菊地恵子 パフォーマンス一筆書画 インスタグラム、フェイスブックなど
関東鹿児島県人会連合会会長　原口悟郎 椎茸詰め合わせ ＨＰ「関東鹿児島県人会連合会」
東京高尾野会　唐崎富夫 さつま焼酎銘酒
東京高尾野会　唐沢　衣 さつま焼酎
鹿児島出水会 焼酎／出水に舞姫（会場飲酒用）
武下恵子 コーヒーセット
山口税理士事務所 クオカード
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編 

集 

後 

記 �

今
回
も
、
東
京
で
企
業
戦
士
時
代

を
生
き
今
ほ
っ
と
一
息
黄
昏
世
代
が
、�

い
つ
か
過
ご
し
た
「
ふ
る
さ
と
出
水

の
想
い
出
」、
東
京
に
あ
こ
が
れ
上

京
し
頑
張
っ
て
い
る
、
若
者
世
代
の

ふ
る
さ
と
に
住
む
親
兄
弟
、
知
人
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
東
京
で
が
ん
ば
っ

ち
ょ
っ
ど
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
で
会

員
の
方
に
寄
稿
文
を
依
頼
、
掲
載
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
の
と

こ
ろ
の
安
直
な
寄
稿
者
推
薦
を
「
会

員
ま
た
は
出
水
に
縁
の
あ
る
方
か
ら

選
出
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
さ
れ
、
反

省
し
き
り
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。

会
員
か
ら「
オ
イ
も
じ
ゃ
っ
ど
ー
」、�

「
そ
い
よ
、
こ
げ
ん
じ
ゃ
っ
た
よ
」

な
ど
感
激
の
感
想
を
頂
く
事
も
あ
り
、�

勘
違
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
つ

の
テ
ー
マ
は
、「
も
う
よ
か
な
」
と

の
ご
意
見
聞
く
ま
で
、
今
後
と
も
継

続
し
て
い
く
方
針
で
す
。
会
員
の
皆

様
で
「
書
い
て
み
た
い
」、「
書
い
て

や
る
よ
」、「
推
薦
し
た
い
」方
は
是
非
、�

私
、
編
集
長
迄
ご
一
報
頂
き
ま
す
様

お
願
い
し
ま
す
。

「
ま
っ
ち
ょ
っ
で
な
」

�

（
松
ヶ
野
）

関東ふるさと出水会の
ホームページ（スマホもOK）

検索関東ふるさと出水会

フェイスブック
検索関東出水会

ふ
る
さ
と
出
水
か
ら
関
東
地
方
の
会
社
等
に
就
職
し
て
色
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
中
か
ら
福
祉
分
野
で
頑
張
っ
て
い
る

遠
矢
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

ま
た
、
出
水
市
で
は
幅
広
い
経
験
を
行
政
に
活
か
せ
る
よ
う
に
職
員
を
企
業
等
に
出
向

さ
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は
二
人
の
方
に
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
が
、
両
親
に
何
か
あ
っ
た
時

に
、
介
護
の
経
験
が
あ
れ
ば
役

に
た
つ
の
で
は
？　

と
か
、
も

し
、
鹿
児
島
に
帰
る
事
に
な
っ

た
時
に
も
資
格
が
も
の
を
い
う

の
で
は
…
な
ど
の
思
い
か
ら
で

し
た
。
昨
年
、
無
事
に
『
介
護

福
祉
士
』
の
資
格
も
取
得
し
、

今
は
関
東
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

先
日
『
ふ
る
さ
と
交
流
会
』

で
出
水
に
帰
っ
た
際
に
、
私
の

拙
い
介
護
経
験
が
お
役
に
立
て

た
の
で
は
と
い
う
事
も
あ
り
ま

し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、�

も
う
し
ば
ら
く
は
関
東
で
頑
張

介
護
の
仕
事
で
頑
張
っ
て
ま
す

�

遠
矢
　
由
香
利

私
は
、
出

水
工
業
高
校

を
卒
業
し
て

就
職
の
為
に

関
東
に
出
て
き
ま
し
た
。
2
つ

上
の
兄
が
、
同
じ
よ
う
に
関
東

に
就
職
し
て
い
た
の
で
、
両
親

も
渋
々
で
し
た
が
許
し
て
く
れ

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
30
年
、
人
生
色
々
、�

様
々
な
経
験
を
し
て
今
に
至
り

ま
す
。
5
年
前
に
一
念
発
起
、

介
護
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し

た
。
ま
だ
先
の
話
だ
と
思
い
ま

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
皆
様
に
お
会
い
出
来

る
の
を
楽
し
み
に
、
仕
事
に
励

み
ま
す
。�

（
八
幡
出
身
）

　
　
　
　
　
　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構

�

小
田
原
　
聖

出
水
市
役

所
に
入
庁
し

て
10
年
が
経

ち
、
行
政
の

仕
事
を
俯
瞰
的
に
み
ら
れ
る
環

境
を
希
望
し
、
今
年
の
４
月
か

ら
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
に
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

配
属
さ
れ
た
職
場
は
、
教
育

研
修
に
関
す
る
業
務
が
主
で
、

国
が
推
進
し
て
い
る
Ｄ
Ｘ
に
関

す
る
研
修
や
、
自
治
体
が
希
望

す
る
研
修
の
講
師
を
派
遣
す
る

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

行
政
の
仕
事
と
は
直
接
的
に

か
か
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、�

派
遣
期
間
中
の
２
年
間
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
触
れ
、
知
見

を
広
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。�（
高
尾
野
町　

野
添
下
）

　
　
　
　
　
　

Ｂ
Ｓ
よ
し
も
と
株
式
会
社

�

肥
田
　
千
聖

令
和
5
年

4
月
か
ら
出

水
市
役
所
か

ら
Ｂ
Ｓ
よ
し

も
と
へ
出
向
し
て
お
り
ま
す
肥

田
千
聖
と
申
し
ま
す
。

吉
本
興
業
で
は
、
月
に
１
回

社
内
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
実
施
す
る
の

で
す
が
、
そ
こ
で
は
全
国
各
地

東
京
で
が
ん
ば
っ
ち
ょ
っ
ど

ふ
る
さ
と
に
住
む
親
兄
弟
・
知
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
仕
入
れ
た
美
味
し
い
逸
品

が
提
供
さ
れ
ま
す
。

出
水
市
か
ら
も
、
鶏
肉
や
お

菓
子
な
ど
、
定
期
的
に
イ
チ
オ

シ
商
品
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
す
が
、
毎
回
大

好
評
で
、
美
味
し
い
と
言
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
。
出
水
市
で
丹

精
込
め
て
作
ら
れ
た
も
の
や
美

味
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
東
京
で
も
褒
め
て
い
た
だ
け

て
と
て
も
誇
ら
し
い
気
持
ち
で

す
。Ｂ

Ｓ
よ
し
も
と
で
の
業
務
は
、�

行
政
と
は
ま
た
違
う
ス
ピ
ー
ド

感
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
と
て
も

前
向
き
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
私
も
そ
ん
な
姿
に
刺
激
を

受
け
、
日
々
楽
し
く
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
機
会
に
、
行
政

と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
出
水
市
の
発

展
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。�

（
八
坊
出
身
）

ツ
ル
の
羽
数
当
て
ク
イ
ズ　
～
当
選
者
の
声
～

ニ
ア
ピ
ン
賞
を
頂
い
て

�

中
村
　
仁
（
高
尾
野
柴
引
）

こ
の
度
ニ

ア
ピ
ン
賞
を

い
た
だ
き
、

な
つ
か
し
い

ふ
る
さ
と
の
野
菜
や
果
物
の
味

を
家
族
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
現
在
は
、
茨
城
の
ひ
た

ち
な
か
市
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、�

18
才
ま
で
過
ご
し
た
高
尾
野
で

は
、
冬
に
畑
や
田
に
ツ
ル
が
降

り
立
ち
、
鳴
い
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
今
期
の
鶴
飛

来
数
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
の
た
め
、
か
な
り
減
少

し
残
念
で
し
た
が
、
地
元
で
は
、�

対
策
に
尽
力
さ
れ
、
養
鶏
へ
の

影
響
も
、
収
束
し
た
と
う
か
が

っ
て
い
ま
す
。
ナ
ベ
ヅ
ル
の
一

部
は
、
韓
国
に
避
難
し
た
と
の

情
報
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、

次
期
に
は
、
ま
た
多
数
の
ナ
ベ

ヅ
ル
・
マ
ナ
ヅ
ル
が
飛
来
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
茨
城

県
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
蒸
か

し
て
寒
さ
の
中
で
乾
燥
さ
せ
た

｢

ほ
し
い
も｣

が
名
産
で
、
鶏

卵
・
豚
肉
や
野
菜
等
農
産
物
も

鹿
児
島
と
か
な
り
似
て
い
ま
す
。�

近
く
の
ひ
た
ち
海
浜
公
園
は
、

春
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ
と
秋
の
コ
キ

ア
が
よ
く
Ｔ
Ｖ
等
で
紹
介
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

❖

鶴
の
思
い
出

�

東
　
道
男
（
高
尾
野
下
流
水
）

私
達
が
生

ま
れ
育
っ
た

頃
は
、
昭
和

初
期
の
日
中

戦
争
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の

頃
で
し
た
。
小
学
生
時
代
、
当

時
鶴
は
麦
の
種
や
新
芽
を
食
い

ち
ら
す
害
鳥
だ
っ
た
た
め
、
学

校
帰
り
の
放
課
後
は
、
田
ん
ぼ

の
中
に
降
り
る
鶴
の
群
れ
を
、

竹
の
棒
を
振
り
廻
し
な
が
ら
追

い
払
う
毎
日
で
し
た
。
寒
い
冬

空
の
な
か
ザ
ボ
ン
食
べ
な
が
ら

稲
コ
ズ
ン
を
背
に
再
び
飛
ん
で

来
る
鶴
を
追
い
か
け
る
毎
日
で

し
た
。

そ
し
て
昭
和
20
年
８
月
15
日

終
戦
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
は
食
料
難
時
代
に
安
い

小
麦
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
麦
の
生
産
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
同
時
に
鶴
も
出
水

市
で
餌
付
け
す
る
時
代
と
な
り

観
光
の
根
源
と
な
っ
て
居
り
ま

す
。付

け
加
え
ま
す
と
、
鶴
は
空

へ
飛
ぶ
時
は
飛
行
機
と
同
じ
様

に
２
〜
３
ｍ
滑
走
し
な
い
と
飛

べ
な
い
鳥
で
、
直
径
２
ｍ
、
深

さ
１
ｍ
位
の
穴
（
円
い
タ
コ
ツ

ボ
）
を
掘
り
小
麦
の
種
を
ま
く

の
で
す
。
そ
こ
に
鶴
が
降
り
て

来
て
麦
の
種
を
食
べ
る
が
、
滑

走
し
な
い
と
飛
べ
な
い
鶴
は
、

そ
の
ま
ま
生
け
捕
り
に
出
来
る

事
を
大
人
達
に
見
せ
て
も
ら
っ

た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
も

愛
鳥
の
鶴
が
多
く
飛
ん
で
来
る

事
を
願
っ
て
居
り
ま
す
。

❖

ニ
ア
ピ
ン
賞
を
頂
い
て

�

竪
野
　
忠
範
（
向
江
町
）

令
和
４
年

度
鶴
の
飛
来

数
当
て
ク
イ

ズ
に
１
２
、

３
４
５
羽
と
過
去
の
飛
来
数
か

ら
勘
案
し
、
雁
行
の
飛
行
姿
を

恒
例
と
な
っ
て
い
る
２
年
ご

と
の
「
ふ
る
さ
と
交
流
会
」
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開
催
を
断

念
し
て
い
ま
し
た
が
、
4
年
ぶ

り
に
６
月
3
日（
土
）～
4
日

（
日
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
金
曜
日
に
は
、
宮
川

会
長
、
唐
崎
東
京
高
尾
野
会
会

長
と
共
に
、
椎
木
市
長
を
市
役

所
に
表
敬
訪
問
。

本
町
沿
い
の
新
し
い
店
舗
で

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
こ
と
や
、�

最
近
出
水
麓
に
オ
ー
プ
ン
し
た

宿
泊
施
設
な
ど
が
話
題
と
な
り

ま
し
た
。

3
日
の
土
曜
日
夜
は
、
ホ
テ

ル
泉
國
邸
で
情
報
交
換
会
。
関

東
ふ
る
さ
と
出
水
会
関
係
者
50

名
、
市
長
は
じ
め
市
関
係
者
・

同
関
係
団
体
に
加
え
、
今
回
は

出
水
出
身
の
田
子
ノ
浦
親
方
も

部
屋
付
き
の
お
相
撲
さ
ん
３
名

と
共
に
参
加
さ
れ
、
ま
じ
か
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
な
ら
で
は
の
上
品
な
盛
り

付
け
で
料
理
を
堪
能
、
ビ
ー
ル

・
芋
焼
酎
、
紫
蘇
・
柚
子
カ
ク

テ
ル
で
盛
り
上
が
り
い
つ
し
か

席
も
乱
れ
て
、
話
の
輪
が
で
き

有
意
義
で
に
ぎ
や
か
な
情
報
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
地
元

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
セ
カ
ン
ド
ハ

ン
ド
ジ
ャ
ム
」
の
皆
様
の
軽
快

な
演
奏
も
あ
り
、
最
後
は
全
員

で
お
は
ら
節
を
踊
り
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

清
流
で�

ア
ユ
を
つ
か
み
興
奮

４
日
の
日
曜
日
、
い
よ
い
よ

メ
イ
ン
の
鮎
獲
り
交
流
会
。
台

風
２
号
の
余
波
で
高
尾
野
川
の

増
水
・
濁
り
も
危
惧
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
い
つ
も
の
清
流
の

川
面
に
高
尾
野
内
水
面
漁
協
の

皆
様
が
張
っ
た
建
て
網
に
は
鮎

が
か
か
り
、
川
に
入
っ
て
鮎
を

網
か
ら
苦
労
し
て
外
し
た
り
、

鮎
を
手
に
握
っ
て
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
て
い
る
お
子
さ
ん
な

ど
、
ふ
る
さ
と
な
ら
で
は
の
光

景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

又
、
投
網
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
周
り
に
は
カ

メ
ラ
・
ス
マ
ホ
を
持
っ
た
人
の

輪
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

河
川
敷
で
は
漁
協
・
市
役
所

の
方
々
に
よ
る
鮎
の
塩
焼
き
・

ジ
ビ
エ
の
焼
き
肉
、
漁
協
婦
人

部
の
方
に
よ
る
、
お
に
ぎ
り
・

手
作
り
漬
物
・
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の

酢
味
噌
和
え
な
ど
に
加
え
、
高

尾
野
内
野
々
地
区
特
産
の
「
う

ち
の
の
メ
ロ
ン
」
も
供
さ
れ
、

郷
土
色
あ
ふ
れ
る
味
を
堪
能
し

ま
し
た
。

今
回
も
、
ふ
る
さ
と
交
流
イ

ベ
ン
ト
の
準
備
に
多
大
な
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
心
温
ま
る
「
お

も
て
な
し
」
で
迎
え
て
い
た
だ

い
た
地
元
市
関
係
者
、
漁
協
の

皆
様
、
そ
し
て
参
加
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
方
々
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と

交
　
　
流「
情
報
交
換
会
＆
鮎
獲
り
交
流
会
」

～
４
年
ぶ
り
に
高
尾
野
川
河
川
敷
で
～

ふ
る
さ
と
交
流
グ
ル
ー
プ
長　

松 

永　

幸 

一
（
上
堅
馬
場
出
身
）

イ
メ
ー
ジ
し
た
羽
数
で
応
募
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
賞
を

頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
の
ご
連
絡
を
頂
い
て
ま

も
な
く
我
が
郷
里
の
特
産
品
が

出
水
の
香
り
と
共
に
沢
山
届
き

ま
し
た
。
特
産
品
の
数
々
は
ど

れ
も
新
鮮
で
、
特
に
『
さ
や
え

ん
ど
う
』
や
『
デ
コ
ポ
ン｣

は

見
事
な
も
の
で
、
早
速
家
族
皆

で
頂
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

食
べ
な
が
ら
、
出
水
平
野
、

紫
尾
・
矢
筈
の
連
山
や
、
荒
崎

等
々
の
風
景
が
心
の
中
に
蘇
り
、�

あ
わ
せ
て
、
出
水
に
生
活
し
て

お
ら
れ
る
知
り
合
い
の
方
々
の

事
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
的
な
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
で
、
養
鶏
家
の
方
々
を
は

じ
め
鶴
の
渡
来
に
係
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
の
ご
苦
労
と
ご
心

配
は
い
か
ば
か
り
か
と
察
せ
ら

れ
ま
す
。

遠
く
離
れ
た
所
か
ら
は
只
、

ご
苦
労
と
ご
心
配
を
ね
ぎ
ら
う

事
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
、
今
後

と
も
鶴
の
飛
来
地
出
水
の
未
来

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


